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説明会・行事等は日程・内容が変更される場合があります。必ず学校HP等でご確認ください今春の進学実績については巻末の「高校別大学合格者数一覧」をご覧ください

し合い「国際感覚」を身につけることができます。

遠足、サイエンス探究教室、英語スピーチコン
テスト、合唱コンクール、音楽会など、年間を通
して様々な行事があります。中 ３ のSDGs探究
旅行では、各自の探究テーマに応じて広島・九
州・沖縄から行き先を選びます。

体育祭では、全校生徒が赤、白、青の ３色に分
かれて得点を競いあいます。ダンスやユニークな
競技、リレーなどが行われます。文化祭において
は、各教室ではクラブの発表や美術作品などの展
示、跡見李子記念講堂ではクラブや有志の演技、
ダンス、合唱などが披露されます。

クラブは、中 1から高 ３までが合同で行い、社
会性や協調性を養う場となっています。文化系は、
英語、演劇、器楽、繊維工芸、美術、合唱、謡曲
仕舞など、運動系は、バスケットボール、バレー
ボール、バドミントン、体操、剣道、ダンス、水
泳、陸上競技などがあり、生徒が興味・関心を
持ったものに自主的に参加します（参加率は、中
学で90%前後、高校でも80%前後です）。その他
に、放課後に多彩なプログラムを提供。学校創設
時から続く「茶道」「華道」「筝曲」といった日本
の伝統文化やネイティブ・スピーカーによる
「English Channel」講座を設定。普段触れる機
会の少ないネイティブ・イングリッシュを毎日聞
ける＆話せる環境を提供しています。

学校行事・クラブ活動

〈URL〉https://www.atomi.ac.jp/jh/
　　　　明治 8年（1875）、跡見女学校創立。昭和
22年（1947）、現校名の跡見学園中学校、跡見学園
高等学校に改称されました。現在は女子大学、大
学院も併設しています。令和 7年（2025）には創
立150周年を迎えます。

学園創立者の跡見花蹊は「本邦女子固有の淑徳
を養成する」としました。日本文化に根差した上
品でしとやかな美徳を持った女性の育成を目標と
した創立者の理想を今日に引き継ぎ、凜とした美
意識としなやかで柔軟な心を持った女性の育成を
目指しています。

女性として、社会人として求められるしつけに
ついては厳しく行われますが、教師と生徒との親
身な話し合いによる日常の指導を大切にして心の
交流を図っています。

自律的な学習が身につくように「学び方」から
きめ細かく指導します。学力推移に適した学習環
境を提供するために充実した習熟度別授業を展開。
高 2 以降は文理志望別のコースと多彩な演習授
業・選択授業で大学進学に備えます。

豊かな授業展開の芸術教育、実験や実習に重き
を置く理科教育と家庭科教育、国語科の古典芸術
鑑賞による日本文化への深い理解、オーラルコ
ミュニケーションに重点を置く英語教育など、永
く守り続けてきた「本物に触れる」精神は、今日
の教育にも脈々と受け継がれています。

中学 1 年から ３ 年までの英語の授業は、ネイ
ティブ・スピーカーによる週 1時間の英会話も含
めて各学年 ６時間の授業を行います。生徒全員に
配布されているタブレット端末を生かしたマン
ツーマンのオンライン英会話授業（週 1時間）も
含まれます。

文教地区にあり、交通は至便です。
校舎は、直線を基調にやわらかな曲線を組み合

わせた現代風の瀟洒な建物です。普通教室のほか、
図書館、作法室、オールシーズン利用が可能な屋
内プールなどの施設が整備されています。創立
150周年記念事業の一環として、生徒ラウンジや
自習スペースを含む新棟を増築します。校外施設
として、群馬県北軽井沢の北軽井沢研修所があり
ます。

世界で活躍する女性を育成するため、英語力を
磨き、異文化を体験する海外研修を毎年実施。姉
妹校提携を結んでいるオーストラリアのブリスベ
ンの名門女子校St.Rita's Collegeの生徒宅に
ホームステイし、一緒に授業を受けるなど、国際交
流に力を入れたプログラムになっています。この
ほかに、ニュージーランドでの研修も実施します。

また、外国人留学生を受け入れています。同世
代の留学生と同じクラスで机を並べ、自然に触れ
合うことで、異文化の中に生活するお互いを理解

沿革

校風・教育方針

カリキュラムの特色

環境・施設設備

国際教育

春日通り

江戸川橋音羽通り
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〒112 – 8629　東京都文京区大塚1 – 5 – 9　☎03 – 3941 – 8167　学校長　松井　真佐美

■2024年度入試日程
　　　　　
募集人員 出願期間 試験日発表日 手続締切日

1 回 70
1/10〜1/３0

2/1 2/1 2/６
特待 1回 50※ 2/1午後 2/1 2/６
2 回 ６0

1/10〜2/1
2/2 2/2 2/６

特待 2回 40※ 2/2午後 2/2 2/６
特待 ３回 20※ 1/10〜2/３ 2/4 2/4 2/６
特待 4回 20※ 1/10〜2/4 2/5 2/5 2/６
帰国生 10 12/12〜12/1６ 12/19 12/19 2/６
※特待は、特待生合格と一般合格の 2種の合否を判定
　　　　　　
募集を行っていません
■2024年度選考方法・入試科目

一般 １・ ２回： 2科か 4科　特待 １・ ２回： 2科
※特待の 2回は国語重視型入試として実施　
特待 ３回：思考力（漢字力・計算力・思考力）ま
たは英語コミュニケーションスキル（漢字力・計
算力・英語・英語面接〈生徒個人〉）　
特待 ４回： 2科か 4科
帰国：国語・算数、作文（日本語）、面接　英検
３級以上取得者は考慮する
〈配点・時間〉国・算＝各100点50分（帰国は40分）  
理・社＝各50点計50分
〈面接〉帰国：保護者（ 1 人）同伴　【内容】志望
動機、小学校でがんばったこと
■2023年春併設大学への進学
在学中一定の基準を満たした者が優先入学できま
す。

跡見学園女子大学−24（文 8、マネジメント10、
観光コミュニティ 1、心理 5）
■指定校推薦枠のある主な大学
青山学院大　学習院大　慶應義塾大　上智大　成
蹊大　中央大  津田塾大　東京女子大　東京理科
大　日本女子大  法政大　明治大　立教大など

■2023年春卒業生進路状況
卒業生数 大学 短大 専門学校 海外大 就職 進学準備他
１３5人 118人 2 人 5 人 1 人 0 人 9 人

■2023年度入試結果
　　　　　特待 ３回は思考力／英語CS
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率

1 回 70 20３ 189 9６ 2.0
2 回 ６0 ３42 217 82 2.６
特待 1回 50 ３25 ３04 155 2.0
　　 2回 40 ３07 217 90 2.4
　　 ３回 20 125/21 8３/15 ３7/9 2.2/1.7
　　 4回 20 ３42 188 91 2.1
帰国生 10 ６ 5 4 1.３

中学校

高等学校

中学校

中学校

データファイル

学校説明会　要予約
10/28 1/1３
入試説明会　11/18 1/1３
ナイト説明会　9/20 9/22
入試体験会　11/2６　
学校見学は 9〜12月まで随時可（要電話連絡）
見学できる行事　（非公開となる場合あり）
文化祭　9/9 ・ 9/10


